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鳥取県教育委員会職員服務規程の一部改正について 

 

 

 

 鳥取県教育委員会職員服務規程の一部改正について、教育長の臨時代理

により決定しましたので、教育長に対する事務の委任等に関する規則第３

条第２項の規定により、別紙のとおり報告します。 

 

 

 

 

 

   令和８年１０月１６日 

 

 

          鳥取県教育委員会教育長  足 羽 英 樹  

 

 

 

 

 



報告事項 ス 

  

鳥取県教育委員会職員服務規程の一部改正について 

 

                            令和８年１０月１６日/教育総務課 

 

近年、職場におけるハラスメント対策の重要性について社会的な認知が大きく広がっており、令和８年 

１０月１日施行の改正労働施策総合推進法では事業主のカスタマー・ハラスメント対策が義務化されるこ 

ととなりました。 

 法改正を機に、改めて職員一人ひとりがハラスメント禁止等について認識し、良好な勤務環境を確保する 

ため、服務規程に明文化することとし、「鳥取県教育委員会職員服務規程」の一部を下記のとおり改正しま 

した。 

 

記 

 

１ 改正内容 

 ハラスメントの禁止について明記した。 

 

２ 施行日  

令和８年１０月６日 

 

３ 新旧対照表 

 改 正 後 改 正 前 

  

（交通法規の遵守等） 

第５条の２ 略 

 

（ハラスメントの禁止等） 

第５条の３ 職員は、セクシュアル・ハラスメ

ント、妊娠、出産、育児又は介護に関するハ

ラスメント、パワー・ハラスメント、カスタ

マー・ハラスメントその他社会通念上許容さ

れる範囲を超える言動であって職員の勤務

環境を害するもの（以下「ハラスメント」と

いう。）を行ってはならない。 

２ 職員は、ハラスメントに係る問題に対する

関心と理解を深めるよう努めなければなら

ない。 

３ 職員を監督する地位にある者は、良好な勤

務環境を確保するため、ハラスメントの防止

及び排除に努めるとともに、ハラスメントに

係る問題が生じた場合には、必要な措置を迅

速かつ適切に講じなければならない。 

（交通法規の遵守等） 

第５条の２ 略 

 

 

  

 


